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令和４年６月小矢部市教育委員会定例会会議録 

 

１ 開催日時及び時間   令和４年６月23日（木） 

開会 午前10時00分 

閉会 午前10時57分 

 

２ 出席委員 １番 栢元 剛（教育長）  ２番 古村 正明  ３番 石野 昌一 

       ４番 塚崎 志津江      

 

３ 説明員  教育委員会事務局長  中村 英雄 

教育委員会事務局次長 橋本 信之 

（教育総務課長） 

文化スポーツ課長   大沼 誠一 

こども課長      塚田 恵美子 

教育センター所長   堀内 和直 

給食センター所長   砂田 克宏   

職務のため会議に出席した職員    教育総務課課長補佐  梶 拓朗 

                  教育総務課主任    谷敷 裕登 

                         教育総務課指導主事  本多 弘子 

 

４ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 会議録の承認について 

日程第３ 教育長の業務について 

日程第４ 承認第３号 専決処分事項の承認について 

 

  報告事項 

    １ 令和５年度市重点事業の要望について 

    ２ 令和３年度小中学校におけるいじめの現状と推移について 

    ３ 令和３年度小中学生の視力実態の補足について 

  

５ 議事の内容 

教育長 

 

 

 

 

教育総務課課長補佐 

 

教育長 

 

 

 

(開会宣言並びに５名中４名が出席し定足数を満たしていることにより会議の成立を宣

言 ※前田委員欠席） 

日程第１ 会議録署名委員に ２番古村委員を指名。 

 日程第２ 前回の会議録の承認について説明をお願いします。 

 

（「日程第２ 会議録の承認について」説明） 

 

 ５月26日開催の５月定例会の会議録については、修正箇所の確認をもって、承認いた

だいたものとして取り扱わせていただいてよろしいでしょうか。 

 では、承認いただいたものとさせていただきます。 
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教育長 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

古村委員 

 

 

文化スポーツ課長 

 

 

教育長 

 次に、日程第３ 教育長の業務について各担当から説明をお願いします。 

 

 （日程第３ 教育長の業務報告及び予定について説明） 

 

本日最終日である６月議会における一般質問の中でICT教育、部活動の民間移行、先

生方の働き方改革について、給食費の食材の高騰対策について、獅子舞のことを中心と

した文化財の保護について、クロスランドおやべの活用、市民のスポーツ推進について

質問がありました。 

また、給食費の食材の高騰対策については、委員会の方でも市長が回答しており、時

期は明言されませんでしたが、補正予算対応を行い、保護者負担を増やさないよう市で

負担したいと回答されました。 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

５月28日にありました発明発見塾について、指導者数及び参加生徒数を教えていただ

けますか。 

 

指導者については市内の水機工業株式会社にご指導いただいており、人数は３名で

す。また、参加者数は12名となります。 

 

 水機工業株式会社からの指導者３名のうち、２名は常時この発見塾に携わっていま

す。毎月展覧会も開催しています。指導者の方が十分に指導されており、充実した事業

であるので、今後もPRしていきたいです。 

 

教育長 

 

 

文化スポーツ課長 

 

教育長 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 続きまして日程第４の議案に入ります。「承認第３号 専決処分事項承認について」

説明をお願いします。 

 

 （承認第３号について説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

他に無いようでありましたら承認いただいたものとして処理させていただきます。 

 

それでは、次に報告事項に移ります。「報告事項１ 令和５年度重点事業の要望につ

いて」説明をお願いします。 

 

 （報告事項１について説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

石野委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

子どもと親の相談員の体制についての強化・支援ということで、相談件数の推移はど

のようになっていますか。 

 

令和３年度の子どもと親の相談員の相談回数について、小学校2,964回、中学校3,059

回、小中合計は6,023回となります。 

小学校の中で１番多いのは石動小学校で2,816回、一番少ないのは津沢小学校で４回
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石野委員 

 

 

教育長 

 

塚崎委員 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

塚崎委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育センター所長 

 

教育長 

 

塚崎委員 

 

 

 

教育センター所長 

となります。 

中学校の中で１番多いのは石動中学校で2,943回、一番少ないのは津沢中学校で４回

となります。 

 

 予算確保に向けてはどのくらい相談員が足りないのか等を含めて要求してく必要が

あると思います。 

 

他に意見等ございませんか。 

 

先日１年生の授業を見学しましたが、担任の先生の目が行き届きにくい後ろの生徒の

支援をしっかりされており、スタディ・メイトの役割の大きさを実感しました。 

なお、今ほどの説明の年間113日配置ということであったが、登校すべき日数は何日

でしょうか。 

 

年間113日といいますのは、予算上の平均数値であり、学校、児童の状況等に応じて

配置しています。 

 

スタディ・メイトが居られれば子供たちが安心できますので、毎日配置されるように

配慮お願いしたいです。 

 

予算上のこともあり、拡充が難しいところもありますが、生徒の状況に併せた対応を

学校でも考えておられますので、学校と連携し、充実した支援ができるように図ってい

きます。 

 

他に意見等ございませんか。 

 

無いようですので、次に「報告事項２ 令和３年度小中学校におけるいじめの現状と

推移について」説明をお願いします。 

 

（報告事項２について説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

いじめの認知件数は小中学校合わせて67件ということで、学校の先生を信頼している

からこそ相談数も増えていると思いますので、この結果をこれからも活かしていただき

たいです。 

 

中学校の認知件数が増えており、石動中学校は令和元年度は11件、令和２年度は26

件、令和３年度は34件であり、増加分は石動中学校の分です。石動中学校に問い合わせ

たところ、どんなのことでも相談として書くよう指導しており、書けば相談に乗っても

らえるという意識が保護者、生徒の皆様に浸透したものであると推察しています。 

 

塚崎委員 

 

 

 

 いじめの発見のきっかけについて、保護者からの訴えが小中学校合わせて７件という

ことで、保護者の方はこのようなことぐらいで相談してもよいか、モンスターペアレン

トだと思われないか、先生方が忙しいのではないかという意識があると聞いておりま

す。保護者の方はかなりの覚悟で相談されておられますので、気持ちをしっかりと受け
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石野委員 

 

 

 

教育センター所長 

 

 

 

教育長 

 

石野委員 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

教育センター所長 

 

教育長 

 

石野委員 

 

教育センター所長 

 

古村委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

塚崎委員 

 

 

 

 

 

 

止めて相談に応じていただきたいです。 

 

 今後いじめの解消件数がわかれば報告いただきたいです。 

 パソコン、携帯による誹謗中傷は社会問題にもなっておりますが、具体的内容はわか

りますか。 

 

 令和３年度のいじめの解消件数について、小学校は 25件中 15件解消、中学校は 42

件中 29件解消しています。 

パソコン、携帯による誹謗中傷の具体的内容についてはこの場では分かりかねます。 

 

最近の動向やいじめの具体的内容も含めて確認していく必要があります。 

 

 どのような経緯からパソコン、携帯によるいじめを始めたのかなども気になりますの

で、確認をお願いします。 

 

他に意見等ございませんか。 

 

無いようですので、次に「報告事項３ 令和３年度小中学生の視力実態の補足につい

て」説明をお願いします。 

 

 （報告事項３について説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

 

アウトメディアとは何でしょうか。 

 

メディアに触れない、使わないということを指します。 

 

学校訪問に伺った際、生徒が使用しているタブレットのディスプレイの漢字変換され

た文字などが小さいことが気になりました。自分以外の友達の書いた文字などがまとめ

てタブレットに表示されており、子供たちが必死に読んでいました。 

子供たちが取り扱うタブレット上の文字の大きさにガイドラインがあるものなのか

疑問に感じましたが、その点も踏まえてICT推進員の中で眼の悪化を予防することを含

めて検討していくことや、国や他市の事例があれば参考にするなどして視力の課題解決

にあたっていただきたいです。 

 

ICT委員会または保健委員会で取り組むべき課題なのかどうか検討していたところで

すが、責任範囲を定めて課題解決に取り組むべきと考えています。 

 

家の中でのテレビやスマホなどの利用による視力への影響が大きく、いかに家庭と連

携していくべきかと考えた際、兄弟が居られる場合などは、学校ごとでの個々の対応で

は難しいので、より大きい範囲、単位での課題解決に向けていくべきと思います。 

 ある中学校のホームページを見ていると、アウトメディアプロジェクトのお知らせが

掲載されていました。数パターンでのアウトメディア実施の呼びかけを行っており、感

心しましたので、そのようなものも周知しながら課題解決につなげていただきたいで

す。 
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教育長 

 

教育長 

 

次の校長会などで紹介して参ります。 

 

報告は以上ですが、全体を含めまして、他にご質問等ございませんか。 

 

教育長 

 

事務局長 

最後に、次回定例会について中村事務局長より説明をお願いします。 

 

（説明 次回定例会  令和４年７月28日（木）午前10時） 

 

教育長 無ければ、本日の日程は全て終了いたしました。 

以上をもって閉会します。 

  

 

 以上、小矢部市教育委員会会議規則第18条第2項の規定により署名する。 

 

   令和  年  月  日     

 

          小矢部市教育委員会 

                      教 育 長 

 

 

                      署名委員 

 

 

                                            作 成 者 


